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北
海
道
の
開
拓
・
経
営
を
行
う
た
め
に
、
明
治
二
年
七
月
に
開
拓
使

え
ぞ

ち

が
設
置
さ
れ
、
同
年
八
月
十
五
日
に
は
蝦
夷
地
は
北
海
道
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

同
年
九
月
一
日
に
東
京
の
神
祇
官
に
お
い
て
、
開
拓
使
の
長
官
以
下

ち
よ
く
し

の
北
海
道
へ
の
赴
任
に
先
だ
ち
、
明
治
天
皇
の
勅
旨
に
よ
り
開
拓
の
守

お
お
く
に
た
ま
の
か
み

お
お

な
む

ち
の
か
み

す
ぐ
な
ひ
こ
な
の
か
み

護
神
と
し
て
大
国
魂
神
・
大
那
牟
遅
神
・
少
彦
名
神
の
三
神
を
祀
る

ち
ん

ざ
し
ん

さ
い

さ
い
、
｝
う

「
北
海
道
鎮
座
神
祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
・
こ
れ
が
北
海
道
神
宮
の

ア
で
ス
ノ
ー
」

み
た
ま
Ｌ
ろ

ひ
が
Ｌ
く

創
祀
と
さ
れ
ま
す
。
同
月
二
十
一
日
、
三
神
の
御
霊
代
は
開
拓
長
官
東
久

ぜ
み
ち
と
み

世
通
禧
に
奉
じ
ら
れ
品
川
港
か
ら
函
館
に
到
着
、
こ
こ
か
ら
開
拓
判

し
ま
よ
し
た
け

官
島
義
勇
が
こ
れ
を
奉
じ
銭
函
の
仮
役
所
に
仮
安
置
し
、
同
年
十
二
月

三
日
、
札
幌
に
入
り
、
現
在
の
北
二
条
西
一
丁
目
の
「
札
幌
第
一
番
役
宅
」

み
た
女
し
ろ

ほ
う
せ
ん

に
御
霊
代
を
奉
遷
し
ま
し
た
．

明
治
三
年
五
月
十
五
日
に
現
在
の
北
五
条
東
一
丁
目
の
仮
社
殿
に

由
緒

灘



せ
ん

ざ
い
ち

み
や

ち
ょ
く
さ
い
し
や

遷
座
し
、
「
一
の
宮
」
「
勅
祭
社
」
と
よ
ば
れ
ま
し
た
・
明
治
四
年
五
月

し
や
か
く

こ
く
へ
い
し
よ
う
Ｌ
や

十
四
日
「
札
幌
神
社
」
と
社
名
が
定
め
ら
れ
、
社
格
は
国
幣
小
社
に

列
し
、
同
年
九
月
十
四
日
に
は
、
こ
の
円
山
の
地
に
社
殿
が
完
成
し
、

い
わ
心
・
恥
み
ち
と
し

開
拓
判
官
岩
村
通
俊
が
祭
主
と
な
り
遷
座
祭
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

か
ん
ぺ
い
し
よ
う
し
や

翌
明
治
五
年
に
官
幣
小
社
に
昇
格
し
、
同
年
二
月
二
十
五
日
に
例
祭

日
が
毎
年
六
月
十
五
日
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

社
格
は
北
海
道
の
発
展
と
と
も
に
高
ま
り
、
明
治
二
十
六
年
に
は

官
幣
中
社
に
昇
格
し
、
開
道
三
十
年
を
む
か
え
た
明
治
三
十
二
年
に

は
官
幣
大
社
に
昇
格
し
ま
し
た
。
大
正
二
年
、
そ
れ
ま
で
の
仮
社
殿
は

か
ふ

改
め
ら
れ
、
伊
勢
神
宮
御
正
殿
の
古
材
の
下
附
に
よ
り
造
営
さ
れ
ま

し
た
・
昭
和
三
十
九
年
十
月
五
日
、
明
治
天
皇
が
御
増
祀
と
な
り
、

北
海
道
神
宮
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
神
宮
は
、
北
海
道
の
開
拓
・
経
営
を
守
護
す
る
た
め
に
、
明
治

天
皇
の
思
し
召
し
に
よ
っ
て
北
海
道
の
地
に
祀
ら
れ
、
そ
の
発
展
と
と
も

そ
う
ち
ん

じ
ゅ

す
う
け
い

に
北
海
道
総
鎮
守
と
し
て
人
々
に
崇
敬
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
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仏 ”龍“

御
祭
神

北
海
道
神
宮
に
は
、

四
柱
（
ょ
は
し
ら
）
の
神
様
を

お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

※
神
様
を
数
え
る
時
、

一
人
、
二
人
…
で
は
な
ノ
、
、

柱
（
は
し
ら
）
と
数
え
ま
す
。

…

W��
雲一室富】

明
治
天
皇
め
“
じ
て
ん
の
、

少
彦
名
神
す
ぐ
噂
ひ
こ
な
の
か
み
国
上
総
常
医
療
酒
造
の
神

大
那
牟
遅
神
奏
お
蔭
む
ち
の
か
＆
国
土
経
営
開
獅
の
神

大
国
主
神
と
同
神

大
国
魂
神
お
お
、
に
た
ま
の
か
み
北
櫛
道
の
国
土
の
神

』

→憲

二壷 旬
��』

宴墨近
代
日
本
の
礎
を
築
か
れ
た

第
百
二
十
二
代
の
天
皇

三｜��ゞ言��１－�一�霞�《恥壱一一》�



明
治
二
年
、
明
治
天
皇
は
開
拓

お
お
く
に
た
士
の
か
み

お
お

の
守
護
神
と
し
て
大
国
魂
神
・
大

な
む

ち
の
か
み

す
ぐ
な
ひ
二
心
の
か
み

那
牟
遅
神
・
少
彦
名
神
の
三
神
を

開
拓
使
に
御
託
し
に
な
り
ま
し
た
。

札
幌
本
府
建
設
の
命
を
う
け
た
開

し
ま
よ
Ｌ

た
肺

み
た
士

拓
判
官
島
義
勇
は
三
神
の
御
霊

Ｌ
ろ

代
を
自
ら
背
負
っ
て
険
難
の
陸
路

を
踏
破
し
三
神
を
鎮
斎
す
る
社
地

を
円
山
に
定
め
ま
し
た
。
そ
し
て

新
大
社
創
営
の
大
計
を
樹
立
し
、

今
日
の
札
幌
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

銅
像
は
往
時
の
勇
姿
を
再
現
し
た

も
の
で
す
。
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訂

一
Ⅱ
十
川
Ⅱ

第
爵
叉
は
第
川
Ⅱ
眺

二
川
節
分

二
Ⅱ
十
一
Ⅱ

二
Ⅱ
十
七
Ⅱ

二
川
二
十
三
Ⅱ

存
分
の
Ⅱ

三
川
下
旬

川
Ⅱ
三
Ⅲ

川
Ⅱ
中
旬

Ⅲ
川
二
十
九
Ⅱ

皿
川
初
旬

Ｌ
ゆ
ん

己
い

毎
月
二
十
日

旬
祭

併
せ
て
札
幌
興
風
会
（
短
歌
の
会
）
の
献
詠
祭
を
行
う
。

毎
月
十
五
日

毎
月
十
日

旬
祭

毎
月

日

一
川
一
Ⅱ

一
川
三
Ⅱ

H
-L
II

歳
旦
祭

元
始
祭

昭
和
天
皇
祭
遥
拝

古
神
札
焼
納
祭

祈
請
祭

節
分
祭

紀
元
祭

祈
年
祭

天
長
祭

皇
霊
祭
遥
拝

入
学
祭

神
武
天
皇
祭
遥
拝

島
判
官
顕
彰
祭

昭
和
祭

田
植
祭

つ
全
ぜ

な
み

濁
一
い

月
次
祭

併
せ
て
む
す
び
会
々
員
の
誕
生
祭
を
行
う
。

併
せ
て
敬
神
婦
人
会
々
員
の
誕
生
祭
を
行
う
。

げ
っ

Ｌ
ゅ

急
い

月
首
祭

併
せ
て
吟
詠
講
々
員
の
誕
生
祭
と
吟
詠
の
奉
納
を
行
う
。

Ｌ
ゆ
ん

さ
い

六
Ⅱ
卜
川
Ⅱ

宵
宮
祭

大
川
Ｉ
泥
Ⅱ

例
祭

六
川
’
六
Ⅲ

漉
御

六
Ⅱ
三
Ｉ
Ⅱ

夏
越
の
大
祓

七
Ⅱ
三
十
Ⅲ

伏
見
桃
山
陵
遥
拝

八
Ⅱ
１
Ｋ
Ⅱ

開
拓
神
社
例
祭

九
川
一
Ⅱ

御
鎮
斎
記
念
祭

九
Ⅱ
中
旬

抜
穂
祭

九
Ⅱ
第
三
Ⅲ
暇
Ⅱ
頓
宮
例
祭

秋
分
の
Ⅲ

皇
霊
祭
遥
拝

十
Ⅱ
十
七
Ⅱ

神
當
奉
祝
祭

十
一
Ⅱ
三
Ⅱ

明
治
祭

’
一
Ⅱ
二
十
三
Ⅱ

新
當
祭

十
二
川
三
十
一
Ⅱ

師
走
の
大
祓

十
三
Ⅱ
三
十
一
Ⅱ

除
夜
祭

年間恒例祭典にはそれぞれ祭杷鮮が奉奏きれⅢ女涯の「'11栄の雑｣、If'1i安の群｣、「悠久の錐｣､御神楽｢其駒

舞楽｢蘭陵王｣、「還城楽｣、｢迦陵顕|などが奏されま-ｹ。



武
田
信
広
命
・
松
前
慶
広
命
・
佐
藤
信
景
命
・
村
山
伝

兵
衛
命
・
松
田
伝
十
郎
命
・
本
多
利
明
命
・
伊
能
忠
敬

開
拓
に
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
て
北
海

道
発
展
の
基
礎
を
樹
立
さ
れ
た
先
人
達

の
遺
徳
を
偲
び
、
そ
の
功
績
を
称
え
、
昭

和
十
三
年
開
道
七
十
周
年
に
時
の
北
海

道
庁
長
官
石
黒
英
彦
に
よ
っ
て
創
建
さ

れ
た
・
戦
後
、
北
海
道
神
宮
が
お
預
り

し
、
祭
祀
を
行
っ
て
い
る
・
昭
和
六
十
三
年

鎮
座
五
十
年
を
む
か
え
新
た
に
拝
殿
が

造
営
さ
れ
た
．
開
道
百
五
十
年
を
迎
え
た

平
成
三
十
年
に
は
、
開
拓
神
社
の
御
鎮
座

八
十
年
を
機
に
社
殿
を
あ
ら
た
に
し
た
。

◎
開
拓
神
社

境
内
社

御
祭
神

命
・
高
田
屋
溌
兵
術
命
・
柵
原
角
兵
術
命
・
賊
ｔ
徳
内

命
・
近
藤
重
蔵
命
・
間
宮
林
蔵
命
・
中
川
五
郎
次
命

鈴
鹿
甚
右
衛
門
命
・
井
上
長
秋
命
・
松
前
徳
広
命
・

川
崎
東
命
・
鍋
島
直
正
命
・
島
義
勇
命
・
松
川
辨
之

助
命
・
統
蝦
治
命
・
下
囚
安
芸
命
・
清
水
谷
公
考
命
．

早
川
彌
五
左
術
門
命
・
松
涌
武
四
郎
命
・
吾
妻
諏

命
・
佐
野
孫
右
術
門
命
・
伊
達
邦
価
命
・
叫
川
滴
隆

命
・
小
林
重
吉
命
・
永
山
武
四
郎
命
・
岡
本
聡
輔
命
．

伊
達
郎
成
命
・
東
久
世
迦
禰
命
・
佃
村
撒
允
命
・
岩

村
通
俊
命
・
依
田
勉
三
命

鉱
礦
業
従
事
者
の
殉
職
者
を
奉
祀
す
る

神
社
。

ほ
た

き

◎
穂
多
木
神
社

北
海
道
拓
殖
銀
行
に
永
年
勤
務
功
労
の

あ
っ
た
物
故
役
職
員
を
祀
る
。

こ
う
れ
い

◎
鉱
霊
神
社

当
神
宮
の
神
様
は
、
現
在
の
場
所
に
お
鎮
ま
り
に
な
ら
れ
て
よ
り
道

民
の
皆
様
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
仰
が
れ
、
札
幌
さ
ら
に
は
北
海

道
の
発
展
を
見
守
ら
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
・
そ
の
神
様
の
恵
み
に
対
し

て
市
民
こ
ぞ
っ
て
感
謝
し
、
六
月
十
五
日
を
例
祭
日
を
定
め
、
平
安
を

祈
ら
れ
て
き
た
祭
り
が
〔
札
幌
ま
つ
り
一
で
す
。

鳳
蓋
（
神
輿
）
の
渡
御
は
、
明
治
十
一
年
に
「
御
鳳
藍
を
市
中
に
お
迎

え
し
た
い
」
と
い
う
市
民
の
願
い
が
叶
い
、
毎
年
、
市
民
の
手
で
渡
御
を

行
う
こ
と
に
な
り
、
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

最
初
の
渡
御
は
円
山
崇
敬
講
と
各
区
の
世
話
人
が
中
心
と
な
り
、

や
が
て
祭
典
を
年
番
で
奉
仕
す
る
祭
典
区
が
各
地
区
ご
と
に
で
き
、
大

正
十
五
年
に
は
全
市
民
を
講
員
と
す
る
「
敬
神
講
社
」
が
発
足
し
、
今

日
の
市
民
総
参
加
の
敬
神
講
社
と
祭
典
区
制
度
が
確
立
し
ま
し
た
。

札
幌
ま
つ
り

〒
○
六
○
‐
○
○
五
二

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
東
三
丁
目

Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
二
‐
二
二
一
‐
一
○
八
四

（
地
下
鉄
東
西
線
バ
ス
セ
ン
タ
ー
前
駅

六
番
出
口
よ
り
徒
歩
三
分
）

頓
宮

明
治
十
一
年
、
現
在
地
に
遥
拝
所
を
建

立
し
て
住
民
は
こ
こ
か
ら
札
幌
神
社
を

遙
拝
し
て
い
た
。
ま
た
本
社
例
祭
に
は
神

輿
の
御
旅
所
と
さ
れ
て
い
た
・
明
治
三
十

四
年
失
火
に
よ
り
全
焼
し
た
が
、
明
治

四
十
三
年
本
社
の
大
造
営
に
よ
り
旧
材

を
も
っ
て
現
在
の
社
殿
が
再
建
さ
れ
頓
宮

と
称
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
二
年
九
月
三
十

日
に
本
宮
の
御
分
霊
を
奉
斎
し
て
末
社

と
な
っ
た
。

と
ん
ぐ
う



境
内
の
桜
は
、
明
治
八
年
に
福
玉
仙
吉

が
島
義
勇
の
御
霊
を
慰
め
る
為
に
参
道

両
側
に
献
植
さ
れ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。

現
在
エ
ゾ
ャ
マ
ザ
ク
ラ
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
ヤ
エ

ザ
ク
ラ
等
約
千
百
本
あ
り
、
札
幌
の
桜
の

名
所
と
し
て
親
し
ま
れ
開
花
の
季
節
五
月

に
は
、
多
数
の
参
拝
者
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

神
宮
の
桜

神
宮
の
境
内
は
、
杉
・
楡
を
は
じ
め
オ
ン

コ
・
カ
シ
ワ
・
ナ
ラ
等
の
針
葉
樹
・
広
葉
樹

が
混
在
し
て
生
い
茂
り
豊
か
な
緑
に
恵
ま

れ
て
い
る
・
そ
の
中
で
、
野
性
の
エ
ゾ
リ
ス
・

キ
タ
キ
ッ
ネ
、
ま
た
ア
カ
ゲ
ラ
・
キ
ビ
タ
キ
・

エ
ナ
ガ
・
ヤ
マ
ガ
ラ
・
ヒ
ヨ
ド
リ
等
の
野
鳥
が

四
季
折
々
姿
を
見
せ
、
さ
な
が
ら
小
動
物

の
楽
園
と
な
っ
て
い
る
。
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北 海 道 神 宮
〒064-8505札幌市中央区宮ケ丘474

TEL O11-611-0261 FAX O11-611-0264

識
www.hokkaidojingu.or.j p

※くわしくはホームページをご覧ください。
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交 通 案 内

交通機関鞭ご利川の場合

◎地下鉄／東西線円1_l1公園駅下車3番出口／徒歩15分

◎JRバス／｢北海通神宮｣停留所下車／徒歩1分

◎JR札幌駅→地下鉄さっぼろ駅(南北線）

→地下鉄大通駅(南北線から東西線に乗り換え）

→地下鉄円山公園駅(東西線)下車／徒歩15分(または上記のバスで）

◎JR札幌駅からタクシー/15分

お車軽御利川の場合

◎道央自動車道[新川IC]から宮の森方面へ

◎札樽自動車道［札幌西1C]から宮の森方面へ


